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第１回学校評価に関するアンケート集計結果のお知らせ 

 

 秋風の候、保護者の皆様におかれましては日頃より本校の教育活動にご理解とご協力をいただき、誠にあり

がとうございます。 

さて、このほど、児童・保護者・教職員アンケートの集計結果がまとまりました。よりよい学校を目指して、

また、より保護者・地域との連携を深めた学校を目指して、認めていただいた点はさらに伸ばし、ご指摘いた

だいた内容については今後具体的な改善を加えていく所存です。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

なお、染井野小学校のホームページにも後日掲載することを申し添えます。 

（http://www.school.city.sakura.chiba.jp/someino-es/index.html） 

 

 

１．集計結果及び考察 

 ◇調査時期 令和５年７月 

 

  ◇調査項目 

 

１ 教育目標の具現化について 

２ 教育施設の使いやすさ、維持・改善について 

３ 安全な生活について 

４ 諸問題への対処について。 

５ 学習理解について 

６ 評価（学習面、生活面）について。 

７ 学校生活への意欲について 

８ いじめ防止について  ※追加項目 

９ 特別支援教育について  

10  保護者、地域への情報発信について 

11  児童の思い、保護者・地域との連携、について 

12  地域の教育力について 

 

 

 ◇調査方法 

  ・学校作成のアンケート用紙による選択回答 

   Ａ：満足    Ｂ：まあまあ満足  Ｃ：やや満足  Ｄ：不満 

 

 

 

 

 



考察Ⅰ・全校児童 

◇令和５年度（児童）集計結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

「A：そう思う」「B：だいたいそう思う」を合わせると、設問１１以外の項目では８０％以上

を超えており、児童にとって学校生活は概ね良好であるといえる。 

特に評価が高かった項目は設問２「学校のものは使いやすい」、設問６「がんばったことやで

きたことは先生にほめてもらえ、間違ったことをしたときは注意してくれる」でどちらも９５％

以上が肯定的な回答であった。 

設問２の児童の記述では「整理・整頓されているから」「広くて使いやすいから」という回答

が多く見られた。また「掃除されてきれい」という意見も挙げられ、児童が学校を大切に使おう

としている様子が伺えた。設問６では、「先生に褒められた」、「いけないことは注意してくれ

た」といった回答が多く見られた。よいところを褒め、間違ったときには指導していき、児童の

やる気を高めていきたい。 

続いて、他の項目に比べ評価が低かった項目について考察する。 

設問８「人が嫌がることをしたり言ったりしていない」の項目では、１４％の児童が否定的な

回答をした。「時々言ってしまった」という回答が見られた。意図せず相手を傷付けてしまうこ

とがある、ということをくり返し指導をしていく。また、引き続き、毎月のいじめアンケートに

より児童が相談しやすい環境をつくっていくようにする。 

設問１１「地域の学習に興味をもって取り組んでいる」の項目では、否定的な回答をした児童

が２７％であった。「地域のことにあまり興味がない」という回答が多かった。前期に地域の学

習をあまり取り入れていないことも要因であると考えられるので、後期は里山での体験活動を取

り入れたり、地域について調べる機会を設定したりして、地域のことに興味がもてるように取り

組んでいく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



考察Ⅱ・保護者 

◇令和５度（保護者）結果集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 「Ａ：満足」「Ｂ：まあまあ満足」をあわせるとすべての項目で９割を超えており、概ね良好

であると考える。特に、１「学校の教育方針は分かりやすく適切である」については、Ａ・Ｂを

合わせると、９８％の方がそう思うと答えており、日頃の情報発信や一つ一つの対応が一定の評

価を得ていると考える。 

設問１０「学校の様子が保護者や地域によく伝わっている」についても、約９２％の方が概ね

満足しており、昨年度の結果より１０％増加した。ＷＩＴＨコロナとなり、学校の教育活動も形

を変えながら従来の様子にもどりつつある。その喜びが児童の言葉となって保護者や地域の方に

届き始めているためであろうと考える。また、保護者や地域の方が少しずつ学校に足を運んでい

ただける機会が増え、学校での児童の様子を直接見る中で、学校の様子を直に肌で感じていただ

いていることも要因であると考える。これからもその都度適切な感染対策をして、できるだけ通

常の教育活動が継続できるように心がけていきたい。 

さらに、毎年課題に上がる『開かれた学校づくり』の項目については、設問１１「保護者や地

域の願いに応えている」設問１２「保護者や地域の力が生かされている」の項目で、９０％以上

の方が概ね満足であると回答している。今年度は、染井野地区の特色の一つである里山見学を実

施することを計画し、４年生が実際に見学に行くことができた。また、低学年で畑の先生をお願

いしたり、図書ボランティアさんによる全校児童への読み聞かせも定期的に行ったりすることが

できた。 

課題としては、設問３「安全への配慮」、設問５「学習指導の充実」、設問８「いじめのない

学校づくり」について、約 1０％の方がやや不満・不満と回答されている点である。 

設問３「安全への配慮」については、引き続き、ワンポイント避難訓練を継続して、自分で避

難できる児童を育てていきたい。設問５「学習指導の充実」については、今年度よりＩＣＴ機器

を活用した授業を日常的に取り入れているので、この利点を生かしてさらに学習の習熟や表現活

動の充実を図っていきたい。設問８「いじめのない学校づくり」については、日ごろの会話や毎

月実施しているいじめアンケート、年数回実施している学校生活アンケートをもとに、「いじめ

は絶対に許さない」という方針のもと、学校として組織で迅速に対応していく。 

全体的には、今年度もＡ・Ｂを合わせての数値は高いものを示し、良好であった。これは、保

護者や地域の方々の学校への協力があってのことである。今後も保護者や地域の方々と連携しな

がら、児童を安全に見守り、よりよい学校運営に邁進していく所存である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



考察Ⅲ・教職員 

◇令和５年度（教職員）集計結果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



全ての項目において、「Ａそう思う。」「Ｂ大体そう思う。」を合わせると９０％を超えている。 

設問３「安全への配慮をしながら教育活動に取り組んでいる」と設問８「いじめのない学級づくり

に努めた」では、「Ａそう思う」の答えが８０％を超えている。安全面においては、日頃より安全点検

を入念に行っている。また、いじめについては、打合せの中で毎週生徒指導報告を行ったり、毎月い

じめアンケートを実施したりしている。引き続き、いじめ防止に努めるとともに、担任だけではなく、

児童一人一人の不満や悩みに学校として即座に対応していく。 

また、設問１２「染井野地区の特性を生かして、教育活動の改善に取り組もうとしている」では、 

昨年度から自然体験活動等の具体的活動ができるようになった。自然に囲まれた里山が近くにあり、

地域の方々の協力で有効活用できているので、今後もさらに取り入れていきたい。 

 

 

  

考察Ⅳ・まとめ 

  ３者のアンケートを見てみると、９０％を超える項目がほとんどであり、概ね良好であることが

分かる。これは、学校・家庭・地域が、それぞれの役割をきちんと果たそうとしているからである

と考える。ＷＩＴＨコロナとなり、かつてのように、児童を中心に、学校・家庭・地域が力を合わ

せていくことにより、子供達は、のびのびと成長していくことができる。今後も、児童の小さな変

化に気づき、互いに協力して対応できる地域のよさを十分に生かしていきたい。 

 

 

 


